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抗日・排日関係史料
— 上海商工会議所『金曜会パンフレット』—

◆監修・解説◆ 

金丸裕一

◎昭和４年から同14年まで、上海を中心とした「排日」活動の実態。
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戦後中国引揚者聴取資料
— 外交史料館所蔵「中共事情」— ◆監修・解説◆ 大澤  武司

◎留用・革命の実態を克明に証言。日中間の歴史に光を当てる重要資料。
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抗日・排日関係史料
—上海商工会議所

『金曜会パンフレット』—

１ 1929（昭和 4）年 32,670 円
２ 1930（昭和 5）年 32,670 円
３ 1931（昭和 6）年 32,670 円
４ 1932（昭和 7）年 32,670 円
５ 1933（昭和 8）年 32,670 円
６ 1934（昭和 9）年 32,670 円
７ 1935（昭和 10）年 32,670 円
８ 1936（昭和 11）年 32,670 円
９ 1937（昭和 12）年 32,670 円
10 1938（昭和 13）年 32,670 円
11 1939（昭和 14）年 32,670 円
12 別巻　総目次・索引・解説 32,670 円

全 12 巻 揃 392,040 円

戦後中国引揚者聴取資料
—外交史料館所蔵「中共事情」　—

1 「中共事情」綴　第 1 〜 4 巻 20,790 円
2 「中共事情」綴　第 5 〜 7 巻 17,820 円
3 「中共事情」綴　第 8 〜 10 巻 15,840 円
4 「中共事情」綴　第 11 〜 13 巻 15,840 円
5 「中共事情」綴　第 14 〜 16 巻 13,860 円
6 「中共事情」綴　第 17 〜 19 巻 16,830 円
7 「中共事情」綴　第 20 〜 22 巻 17,820 円
8 「中共事情」綴　第 23 〜 25 巻 14,850 円
9 「中共事情」綴　第 26 〜 29 巻 23,760 円

10 「中共事情」綴　第 30 〜 33 巻 22,770 円
11 「中共事情」綴　第 34 〜 36 巻 23,760 円
12 「中共事情」綴　第 37 〜 39 巻 25,740 円
13 「中共事情」綴　第 40 〜 42 巻 17,820 円
14 「中共事情」綴　第 43 〜 45 巻 14,850 円
15 「中共事情」綴　第 46 〜 48 巻 13,860 円
16 「中共事情」綴　第 49 〜 52 巻 19,800 円
17 「中共事情」綴　第 53 〜 56 巻 17,820 円
18 「中共事情」綴　第 57 〜 60 巻 19,800 円
19 「中共事情」綴　第 61 〜 63 巻 15,840 円
20 「中共事情」綴　第 64 〜 67 巻 17,820 円
21 「中共事情」綴　第 68 〜 72 巻 16,830 円
22 「中共事情」綴　第 73 〜 77 巻 16,830 円
23 「中共事情」綴　第 78 〜 81 巻、解説・総目次 13,860 円

全 23 巻 揃 414,810 円
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『抗日・排日関係史料』　「金曜会」とは、1928 年６月上海日本商工

会議所が中心となって結成された団体。当時、上海で「排日」が激化する
なか商工会議所と各業種の組合、三井・三菱の代表が集まり、情勢検討や
対策会議を毎週金曜日に開催したことが、団体名の由来である。その後、
かなり広範囲の日本企業がこの会にかかわり、長期間にわたる、「排日」
を主軸にした印刷物としては、たいへん貴重で特異な史料である。

『戦後中国引揚者聴取資料』　● 1953 年から 1956 年まで、日本の情

報機関「陸隣会」が、中国からの帰国者を対象に行った聴取の記録「中共
事情」（全 81 巻、外務省外交史料館蔵） を、影印形式で刊行。●証言者には、
日本の敗戦後も中国に留まり、中国共産党に協力した日本人＝留用者が多
く、彼らが鉄道・医療・鉱工業などの分野で如何に中国の再建に努力した
かを伝える。●留用者が勤務した工場、病院、交通・行政機関等について、
その規模、生産設備、労働者の勤務状況等、具体的な数値や詳細な地図と
ともに、機関の実態を明らかにする。●国共内戦、共産革命、朝鮮戦争の
時期において、証言者が外国人として見聞きした中国社会の実態を克明に
記録しており、地方志や文史資料を補完する資料となる。●最終巻に「解
説」及び総目次、被聴取者の経歴要約を掲載する。


